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～家畜の衛生と防疫～
第１20号 令和7年（２０２5年）2月 

日高家畜衛生防疫推進協議会 
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馬鼻肺炎ウイルスは呼吸器症状の他、妊

娠後期の流産や生後数日で死亡する虚弱馬

の出生（生後直死）等を引き起こします。 

馬鼻肺炎を含む感染症による流産・生後

直死の場合、胎子や羊水に大量の病原体が

含まれていることがあります。そのため、流

産・生後直死が発生した場合には、速やかに

流産（分娩）場所、母馬を消毒し、獣医師の

指示を受け、胎子及び胎盤をビニール袋等

で密閉し、当所に搬入してください。 

本病発生時には、臨床獣医師と連携して

発生農場で疫学調査等を行い、継続発生の

予防対策を実施しますので、ご協力をよろ

しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生月 
繁殖シーズン別発生頭数 

R5 R６ R７ 

９月   1 

10 月 1  1 

11 月  1 1 

12 月 2 2 1 

１月 3 5 1 

２月 1 4  

３月 2 4  

４月  8  

総発生頭数 

（内継続発生数） 

戸数 頭数 戸数 頭数 戸数 頭数 

8 

(1) 

9 

(2) 

15 

(7) 

24 

(16) 

5 

（0） 

5 

（0） 

 

令和 7 年繁殖 シ ーズ ン馬鼻肺炎発生状況 

馬鼻肺炎による流産・生後直死：3町5戸5頭発生(令和７年2月 1日現在） 

 

逆性石けん（商品名：パコマ、クリアキル等） → 馬体、敷料等 

塩素系消毒薬（商品名：クレンテ、アンテック ビルコン S等） → 踏込消毒槽、床等 

アルカリ剤（消石灰等） → 馬房・通路の床等 

・妊娠馬（特に妊娠後期）にストレスを与えない飼養管理 

→ 群の入れ替えや移動を控える 

・ワクチンを適切な時期に接種する 

・「妊娠馬」と「上がり馬や育成馬」を別の厩舎で飼養し、管理も別に行う 

・洗浄、消毒可能な靴（長靴等）で飼養管理を行う 

・適切な消毒薬の使用

流産・生後直死の発生を防ぐために  
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牛のヨーネ病は、管内では平成24年以前は発

生の少ない疾病でしたが、平成25年以降発生が

大幅に増加しています。令和6年には26戸

118頭（新規発生8戸）のヨーネ病患畜を摘発し

ました。管内では飼養頭数あたりの発生率が全道

平均の約8倍と高く、多発している地域であると

いえます。 

 

 

●ヨーネ病とは 

ヨーネ病はヨーネ菌の感染による反芻動物

の消化管感染症です。ヨーネ菌は口から入

り、腸管に感染します。その後、数ヶ月～数年

の潜伏期間を経て、腸管で増殖したヨーネ菌

は糞便等へ排菌され始めます。その後徐々に

生産性が低下し、難治性の下痢を発症し死亡

します。現在、有効なワクチンや治療薬は無

く、患畜と診断されれば、殺処分の対象とな

ります。 

 

 

●ヨーネ病の対策 

 外部からの牛の導入はヨーネ病の農場への侵入リスクとして最も重要です。潜伏期間中の

ヨーネ菌感染牛は検査してもみつけることができないため、家畜の導入は慎重に行ってく

ださい。 

 ヨーネ病は糞便を介して感染が広がることから、糞便との接触リスクを下げる飼養管理・

清掃・消毒を日常的に実施しましょう。幼弱期に感染しやすいため、排菌牛（主に成牛）の糞

便が子牛の口に入らないようにする対策が特に重要です。具体的には、哺育・育成牛の飼養

場所を成牛と分ける、分娩房のこまめな清掃・消毒等です。これらの対策は、他の下痢症や

感染性流産の対策にも繋がります。ヨーネ菌は消毒薬に対する抵抗性が強いことから、有

効な消毒薬（クレンテ等）を使用してください。 

上記の対策が基本となりますが、下痢を発症した牛の排菌量は発症前の 10万倍以上に

達し、同居牛への感染を防ぐことは極めて難しくなります。成牛の難治性の下痢について

は、ヨーネ病も疑って速やかに獣医師の診察を受けてください。 

また、家畜保健衛生所では発症前に摘発するため、ヨーネ病の検査を管内5年 1巡で実

施しています。患畜が発生した農場では、同居牛検査等の対策を実施します。 

管内における牛のヨーネ病発生状況と対策 

日高管内ヨーネ病発生状況 
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令和６年度は関係機関の協力のもと、新冠町46戸 2536頭で検査を実施しました。検査

の結果、５戸５頭のヨーネ病患畜を摘発しました。発生農場では、今後も対策を講じていきま

すので引き続きご協力をお願いします。 

令和７年度は、下記のとおり実施を予定しています。日程の調整、検査補助等、関係機関の

皆様にはご協力をお願いします。 

対象：24か月齢以上の搾乳牛及び肉用繁殖雌牛 

実施地域： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今シーズンは高病原性鳥インフルエンザの発生が 14道県51事例（2月 1日現在）あ

り、約 934万羽が殺処分対象となっています。道内でも令和6年 10月に厚真町、11月

に旭川市で発生しました。厚真町の発生は、過去最も早い 10月 17日の発生でした。 

また、年明け以降全国的に発生件数が急増しており、特に養鶏密集地域の連続発生や、過

去発生があった地域での再発がみられます。 

野鳥での陽性事例は道内で34例（1月 24日現在）発生しており、管内においてもカラ

スのねぐらにおける継続発生もみられ、ウイルスが環境中に高濃度で存在すると考えられま

す。また、これから春にかけて渡り鳥の北上に伴い、道内での発生リスクが更に高まると予

想されます。 

農場においては野生動物侵入防止のため、金網やネットの破損箇所の点検・修繕を必ず

実施してください。また、関係機関においては引き続き農場の取り組みに対するご協力を

お願いします。 

年度 町名（地区） 

令和５年度 日高町（日高地区）・浦河町・様似町・えりも町 

令和６年度 新冠町 

令和７年度 新ひだか町 

令和８年度 平取町 

令和９年度 日高町（門別地区） 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/attach/pdf/r6_hpai_kokunai-99.pdf 

 

国内における高病原性鳥インフルエンザ発生状況 

家畜伝染病予防法第５条に基づく牛ヨーネ病検査 
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平成 30年 9月以降、本州、四国、九州及び沖縄の豚等飼養農場において豚熱が発生して

います（令和7年 1月 23日現在、95事例）。 現在、北海道を除く全ての都府県で豚熱ワク

チンを接種しているため、道外から豚（愛玩用を含む）や精液の導入は制限されています。 

野生イノシシがいない北海道でも、人や物の移動を介してウイルスが農場へ侵入するリスク

がありますので、飼養衛生管理の徹底をお願いします。 

また、アフリカ豚熱の発生が日本周辺のアジア各国で続いています。日本での発生はありま

せんが、国内での発生を防止するため、豚熱と同様に対策の継続が必要です。 

関係機関におかれましては農場の取り組みに対するご協力をお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 11月、国内で初めてランピースキン病の発生が福岡県で確認されました。 

以降、福岡県の 19農場、熊本県の３農場で本病の発生が確認されています。 

本病はウイルスによる牛や水牛の感染症で、発症牛のほとんどが自然に治りますが、発症

牛の生乳出荷や移動の自粛が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 内 で 初 め て ラ ン ピ ー ス キ ン 病 が 発 生 

●ランピースキン病とは 

＜症状＞皮膚の病変（結節や水腫）、発熱、乳量の低下等。重症～不顕性のものまで様々。 

＜伝播方法＞蚊、ハエ、ダニ等による機械的伝播や汚染された飼料、水、器具を介して。 

農場間では、感染牛や車両、資材、人の移動による。 

＜対策＞発症牛の早期摘発、隔離、移動の自粛、発生地域におけるワクチン接種等。 

 

異常家畜を発見したら速やかに通報を 

写真出展：FAOウェブサイト 

 

異常豚を発見したら速やかに通報を 
紫斑や結膜炎の他に、

発熱、食欲不振、元気消失、うずくまり、便秘に継ぐ下痢、呼吸障害… 

特徴的な症状がなく、気がつきにくい場合もあります。

国 内 に お け る 豚 熱 発 生 状 況 
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昨年管内ではサルモネラ症が 2 件（牛・馬）発生しました。また、家畜の導入に伴う農場への

サルモネラの侵入が疑われる事例がありました。 

サルモネラ症は細菌による感染症で、感染した家畜の糞便には大量の菌が排出されます。

飼養衛生管理を徹底するとともに、家畜の健康観察を念入りに行い、発熱や下痢がみられる

場合には速やかに隔離して獣医師や家畜保健衛生所へご連絡ください。 

●サルモネラ症の症状 

発熱、下痢、食欲低下、疝痛、乳量低下、子牛・子馬の死亡など 

⚠症状がなくても糞便中に菌を排出している場合があります。 

サルモネラ・ダブリンは牛に肺炎や関節炎を起こす場合もあります。 

●サルモネラ症予防のために 

飼槽・水槽を清潔に → サルモネラは口から入って感染します。 

野生動物を近づけない → 野生動物がサルモネラを運んでくることがあります。 

異常の早期発見・隔離  → 速やかなまん延防止対策が重要です。 

 

 

 

 

家 畜 衛 生 関 連 手 数 料 

管 内 に お け る サ ル モ ネ ラ 症 の 発 生 状 況 

○病性検定使用料・手数料（北海道家畜保健衛生所条例等）：抜粋

単価 備考（例）

病性検定手数料 病理解剖検査 5,950

鏡検 780

寄生虫卵、コクシジウムの検査
小型ピロプラズマ症の検査
牛伝染性リンパ腫：白血球百分比の測定
精液検査

一般培養 1,330 サルモネラの健康検査、同居畜検査等

特殊培養 3,400
細菌の培養検査（サルモネラ、ロドコッカス等）
バルク乳の黄色ブドウ球菌の検査
ヨーネ病糞便培養検査

一般血清反応検査 820 牛伝染性リンパ腫：白血球数の測定

特殊血清反応検査 3,220
抗体検査（馬パラチフス、牛伝染性リンパ腫等）
ERV-CF

一般理化学的検査 1,400 血液性状検査

特殊理化学的検査 3,160
抗原イムノクロマト（ロタ､クリプトスポリジウム等）
PCR（牛伝染性リンパ腫､牛ウイルス性下痢等）
抗原ELISA(牛ウイルス性下痢等）

特殊遺伝子学的検査 6,680 ヨーネ病リアルタイムPCR検査

総合病性検定 7,670 呼吸器病、下痢等の総合的な原因究明

解剖を伴う総合病性検定 10,980

特殊血清・遺伝子学的検査 4,400 ヨーネ病自主検査

特殊遺伝子・遺伝子学的検査 7,340 ヨーネ病リアルタイムPCRを用いたスクリーニング検査

証明書 500

設定項目
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高病原性鳥インフルエンザ、豚熱、口蹄疫等の発生時、発生農場の周辺や制限区域境界部に

車両の消毒ポイントを設置します。消毒ポイントの運営については関係機関、関係団体の協力

が不可欠であることから、令和 6 年 12 月 17 日に、新冠町にご協力をいただいて大狩部生

活センターにおいて消毒ポイントの一連の作業体験を含む防疫演習を開催しました。 

札幌方面静内警察署の方には安全な車両誘導について実演と演習者へのアドバイスをい

ただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度、日高管内では抗菌性物質残留事故が一件発生しました。 

発生原因は治療牛のマーキングの見落としによる誤搾乳でした。 

誤搾乳を防止するため、搾乳前に作業者全員で治療牛を確認したり、各農場で取り組みや

すいマーキングを複数取り入れたりすることで、残留事故の発生を防止し、安心・安全な生乳

生産に努めましょう！  

 

 

 

 

 

 

 

● 治療牛は、可能な限り隔離を。 

● 投薬後のマーキングは、よく見える場所に、２か所以上、確実に。 

確認時にスプレーが薄くなっていたら、再度、スプレーを。 

● 搾乳前に搾乳者間で治療牛の確認・共有。 

 

防 疫 演 習 の 開 催

生乳への抗菌性物質の残留事故を防止しましょう 

みんなで事故防止！ 
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道 内 ・ 管 内 に お け る 伝 染 病 発 生 状 況 

戸数
頭羽
群数

発生場所 戸数
頭羽
群数

発生場所 戸数 頭羽群数

牛 28 118

日高町
新冠町

新ひだか町
浦河町
えりも町

24 147

日高町
新冠町

新ひだか町
浦河町
えりも町

210 945

めん羊 2 9

山羊 2 20

高病原性鳥インフルエンザ 鶏 3 6

高病原性鳥インフルエンザ(疑似患畜） 鶏 4 1,226,602

戸数
頭羽
群数

発生場所 戸数
頭羽
群数

発生場所 戸数 頭羽群数

牛 23 60

牛 2 2

牛 33 54

日高町
平取町
新冠町

新ひだか町
浦河町
えりも町

36 51

日高町
平取町
新冠町

新ひだか町
浦河町

277 774

牛 2 2
日高町

新ひだか町
4 6

牛 1 1

牛 2 2

牛 1 1

馬 1 1 浦河町 1 1

牛 1 1

牛 3 5

牛 1 1 日高町 4 6
日高町
新冠町

168 560

サルモネラ症（疑症） 牛 1 5 新冠町 3 10

牛 2 2

牛 6 14

豚 1 5
新冠町

（と場発生）
1 14

新冠町
（と場発生）

4 22

山羊 2 5

鶏 3 14

蜂 18 439

蜂 21 130

戸数
頭羽
群数

発生場所 戸数
頭羽
群数

発生場所

サルモネラ症（届出外） 馬 1 1 新冠町 3 4
日高町
新冠町

新ひだか町

病　　名
家畜の
種類

日高 日高

その他 令和6年次 令和5年次

10 10

山羊関節炎・脳炎

ヨーネ病

牛伝染性鼻気管炎

日高町
新冠町

新ひだか町
浦河町

牛丘疹性口炎

サルモネラ症

牛伝染性リンパ腫（疑症）

牛ウイルス性下痢（疑症）

牛ウイルス性下痢

日高

令和6年次 令和5年次届出伝染病

家畜伝染病（法定伝染病） 令和5年次

ヨーネ病

病　　名
家畜の
種類

日高 北海道

ヨーネ病

令和6年次

馬

チョーク病

豚丹毒

バロア病

伝染性気管支炎

馬鼻肺炎

北海道
家畜の
種類

病　　名

アカバネ病

破傷風（疑症）

気腫疽

ネオスポラ症

牛伝染性リンパ腫

破傷風

異常産9

日高

異常産16 異常産25

日高町
新冠町

新ひだか町
浦河町

異常産9

日高



 

8 

 

 

 

 

家畜の所有者は、毎年、農場ごとに「定期報告」（家畜の頭羽数や飼養衛生管理者等の情報）

の提出が義務付けられています（家畜伝染病予防法第 12条の４）。 

この定期報告を元に口蹄疫等の有事の際の防疫計画を作成しており、未報告の場合、初動

防疫の遅れに繋がるおそれがあります。今年も期限内の報告をお願いします。 

 

１ 提出が必要な方 

家畜を所有している方。家畜の飼養目的を問いません（愛玩用も含みます）。 

２ 報告内容の基準日 

令和７年２月１日時点の状況について報告してください。 

３ 提出期日 

① 牛・水牛・鹿・馬・めん羊・山羊・豚・いのしし：令和７年４月 15日 

② 鶏・あひる・うずら・きじ・だちょう・ほろほろ鳥・七面鳥：令和７年６月 15日 

４ 報告様式 

様式の入手、記入方法については、農場が所在する町役場または日高家畜保健衛生所ま

でお問い合わせください。 

５ 提出先 

農場が所在する町役場または日高家畜保健衛生所 

６ 電子申請について 

本報告は農林水産省共通申請サービス（eMAFF）により、電子的に行うこと  

も可能です。詳細は北海道庁畜産振興課の家畜衛生支援システムのページを 

ご覧ください。 
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